
攻撃側と防御側の砲兵支援 [１４．２と１５．４] ７．支援戦力限度：
　宣言攻撃で、攻撃側の支援戦力は攻撃

資格： 資格条件： 戦力と防御戦力を決して超過できない。余
攻撃側の砲兵 １．射程：各砲兵ユニット（攻撃側又は 分な支援値は無視される。
ユニットは、防 防御側）は、支援している防御ヘクスが
御ヘクスに対 射程内になければならない。もしも防御 ８．同じ宣言攻撃に支援戦力と防御戦力
する宣言攻撃 ヘクスと砲兵ユニット（防御ヘクスはカウ を提供できる砲兵ユニットはない。
にのみ支援を ントし、砲兵ユニットのヘクスはしない）と

提供できる。防御側のヘ の間のヘクス数がユニットの記載された射程を超えな
クスとは、宣言攻撃マー ければ、支援できる。 ユニットの限度
カーを持つヘクスである。

２．蹂躙：蹂躙マーカーを載せている砲 ４つの枢軸軍砲兵ユニット：
１つの攻撃のみ： 兵ユニットは、支援できない。 　資格を持つ４つの枢軸軍砲兵ユニット
　ある砲兵ユニットは、そ は、支援（攻撃又は防御）を提供できる。
の支援戦力を戦闘フェイ
ズ毎に１つの宣言攻撃に 注意：枢軸軍の超重砲兵ユニットは、４
のみ提供できる。支援戦 ３．非補給下：非補給下マーカーを載せ ユニットの限度にカウントしないが、特殊
力は、複数の宣言攻撃 ている防御側の砲兵ユニットは、支援で な攻撃状況でのみ使用できる。
の間で分割できない。 きない。

　通常、資格を持つ１つのソヴィエト軍砲
兵ユニットのみが支援（攻撃又は防御）を

４．攻撃補給：その補給状態にかかわら 提供できる。ただし、資格を持つ４つまで
ず、攻撃側の各砲兵ユニットが支援する のソヴィエト軍砲兵ユニットは、もしも防御
ためには、攻撃補給を提供しているＡＳ 側ヘクスを占めしかも／又は１つ以上の
ＰまでＬＯＣをたどれなければならない。 機能ソヴィエト軍ＨＱｓと共にスタックして

いると、支援を提供できる（攻撃又は防
５．防御側ヘクスを占めていない限り、 御）。プレイブックの砲兵支援の例を参照。
防御側の砲兵ユニットは敵ＺＯＣ内にい
ることができず、砲兵支援を提供できな
い。攻撃側の砲兵ユニットは、敵ＺＯＣ
内にいることができる。

６．もしも防御側ヘクスが砲兵タイプのユニットのみを 例外：枢軸軍の航空妨害は、資格を持つ
含むと、その支援戦力を宣言攻撃に提供できない。こ ソヴィエト軍砲兵ユニットの数を１又は２ず
れらは、防御戦力のみを使用できるが、非隣接の友軍 つ減少させ得る。
砲兵ユニットは、それらのヘクスを支援できる。左の例
を参照。 　非機能ソヴィエト軍ＨＱｓは、資格を持つ

ソヴィエト軍砲兵ユニットの数を１に減少さ
せ得る。

非機能ＨＱの影響 [２２．２]

非機能ＨＱの制限： 非機能HQ指揮範囲内の制限 H.NKVDユニットは、もはや「退却不可」
（非機能HQは、重複しているへクス 　を与えない。

Ａ．退却命令を発令できない。 内の機能HQの影響に優先する）。
I. ソヴィエト軍の移動又は自動車化移

Ｂ．ソヴィエト軍自動車化移動フェイズ中 D.「E」拠点を除き、新たな陣地マーカー 　動フェイズ中、その移動を非機能HQ
　に非自動車化ユニット（親衛を含む） 　の配置は不可。 　の指揮範囲内で開始しているソヴィエ
　の活性化不可。 　ト軍地上ユﾆｯﾄの数は、HQ回復値か

E. 架橋ユニットは、配置又は移動不可。 　ら１少ない数に制限される。
C.ソヴィエト軍対応フェイズ中に自動車
　化ユニットの活性化不可。 F. ソヴィエト軍のCAS任務不可（枢軸軍

　CASと妨害の迎撃はそれでも可）。  非機能HQの回復サイ振り

G.いかなる戦闘にも、１つのみのソヴィエ 　ゲーム・ターン昼間フェイズ
　ト軍砲兵が支援を提供できる。 中、望む各非機能HQについ

てサイを振る。もしもサイの目
がHQ回復値以下であると、
HQをその機能（OP）面に返
す。このサイ振りにDRMsはな
い。
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